
　2月 26日、ケイズワークの 10周年記念プロジェクトの一つ、
ロゴのリニューアルデザインが社内発表されました。菊地社長の
基本プランをもとにムーンクロウスタジオの菊地慶矩デザイナー
が制作。従来のコンサルティングファームに多い青系の安定した
イメージではなく、赤と動きのあるフォントで活気ある活動への
意思を込めたカタチとなっています。今後、3月の HPリニュー
アルにおいて正式採用し、皆さんの名刺や封筒などに使用してい
きます。

カタチに元気を込めました !
─ケイズワークの新ロゴ、ついに決定

Colum

本気になれる本 第 12回

コミュニケーションは、他者へのイマジネーション ?

マーヴィン・ミンスキー『心の社会』
安西 祐一郎 訳 1990、産業図書

ケイズワークの 2つの顔―ロゴのデザインについて
デザイナー・菊地慶矩氏（ムーンクロウスタジオ代表）
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ラジオデイズ　トップ画面より

❖高校サイト・リニューアルへのプレゼン大成功 !
　近年、コンペでのプレゼンで失敗を重ねる中、2月 9日に行われ
た高校のサイトリニューアルプレゼンで
は、まれに見る成功をおさめました。担
当の鈴木さんの基本に忠実な資料設計と
落ち着いた語り口が成功の要因に。今後
の展開が楽しみです。

❖ホームページリニューアル作戦実行中
　本文にも触れましたが、HPの 3月リニューアルを目指して作業が
進んでいます。社内担当は市田さん。デザイナーはおなじみ「よそ
ふた」の Kさんです。変えるポイントは、「ケイズワークは何者か」
がよりはっきりと伝えられること。なかなか表現しづらい当社の業
態をサイトならではのポイントで伝えるプロジェクトとなっていま
す。リニューアル後、SEO対策、リスティング広告も開始予定。ネッ
ト発の情報が一段と充実する年になりそうです

❖自動組版社内報プロジェクト進行中
　新しい取り組みとして小さなメディアを低廉に提供するシステム
により、小企業でも社内コミュニケーションの活性化を、という提
案プロジェクトが進行中。2月までの情報収集がひと段落し、3月
からはモデル作成が始まります。「小さなメディアこそが社員の心
をつかむ」という意図を十分に発揮するためには、優れたモデルづ
くりがカギとなるようです。

❖ラジオデイズに大貫妙子さん登場 !
　菊地社長が参加している音声コンテンツ配信サイト、「ラジオデ
イズ」。近年は会員数が予想以上に増えてきました。その一因として、
団塊の世代たる社長の好みも十分に反映した語りコンテンツの開発

があるようです。特に大瀧詠一さんから
はじまったベテランミュージシャンと
の対談シリーズは、同サイトのキラーコ
ンテンツとなりました。昨年末は大貫妙
子さんが登場。どうやら音楽雑誌もかな
わない陣容をそろえつつあるようです。

　今回のロゴは、フォントのディテールに特徴を持たせ、シャー
プな部分とラウンドな部分をつくりました。個別の顧客に向き
合って活動するケイズワークの「相手と自分」、「コンサルと制作」
など、2つの側面を感じてもらいたいためです。シャープな部分
はまた、「推進力」も表しています。社のシンボルとされている
亀は、「どこかに入らないものか」と頭をひねって「O」に組み
込みました。亀甲がヨコ向きなのは、シャープな部分同様、「前
向き」と「スピード」を表しています。色は希望された赤系ですが、
若さばかりを感じさせるのもケイズワークらしくないため、知的
で、落ち着いた感じのエンジ色にしています。

ケイズワーク通信 No.20
発　行　2009年 3月 3日
制　作　仁科哲　　
デザイン　美柑和俊＋田中未来［MIKAN-DESIGN］
連絡先　tetsu@kswork.co.jp　　　　　　　　　　　　　　　　次号は 4月 3日発行予定

　心とはどのように働くものか。

　脳という物理的な存在はどこから心

という非物理的なプロセスに転化する

のか。ミンスキーは、心を無数の小さ

な部品の集積と見立て、この一つひと

つを「エージェント」と名づけた。あ

る特定の作業には階層構造をなした多

くのエージェントが関わっている、と。

　例えば、積み木で塔を作る作業は、

塔を立てる場所を選び、積み木を重ね、

塔の高さが十分かを判断して作業を終了する一連の行為だ。このうち

の「重ねる」は、積み木を見つけ、手に取り、置くという行為から成り

立ち、「置く」は、適切な置き場を探し、積み木をつまみ、放し、落ち

ないかを確認する行為を含んでいる。心はこれらの無数の行為・手順

を「常識」としてごく自然に思い浮かべ、実行できる。

　ただし、ここまでは、要素還元論の域を出ない。

　ミンスキーの考え方では、これらエージェントが機械のように一定の

法則で作動するのではなく、社会のようにインタラクション（相互作用）

して働くと考えたところが面白い。例えば、積み木で塔ができなければ、

別の行為（作りかけの塔を壊すなど）が代わろうと言い出す。あるエー

ジェントが別のエージェントと争って（交渉して）主導権を取る。

　遊んでいる子の自己（欲望）が先にあるのではない。逆に「作る」か

ら「壊す」への転換がその子の自己（欲望）となる。心とは、絶えざる

エージェント間のインタラクションプロセスなのだ。

 「心の社会」論は、個と個のインタラクションを心の内部に持ち込んだ

ような格好をしている。この構造自体が、コミュニケーションは他者へ

のイマジネーションであることを物語っていて面白い。すべての他者は

既に自分の心の中にいて、我々は半自己・半他者と対話をしているのか

もしれない。

　心の争闘的ダイナミクスにはフロイトがクライアントを疲弊させる内

面の葛藤に着目していた。ミンスキーがイメージする「争闘」はもっと

プラグマティックに見える。あえて言えば市場の交渉ごとだ。心の科学

として、どちらが実り多いのか、その結果はまだ分かっていないけれど。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（菊地史彦）
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　なぜ、いま新ロゴ ?

　なぜ、当社はいま新ロゴをつくったのでしょうか。その背景
を説明しましょう。
　2008年 10月、来年の創立 10周年を前に、社内でブラン
ドの再構築と新事業展開を策定する戦略会議が始まったとき、
社会では製造業を中心に猛烈な勢いで企業の業績悪化が始まり
ました。報道だけでなく、身近な人々が伝えてくれる話からも
想像以上の事態が実感できます。

◉メーカーM氏、「あっという間にウチは売上半分ですよ。こ
んなのは見たことがない。本社ビルを建て替えるため更地にし
たが、もう建てられないかも」。
◉お得意先の総務部長M氏、「ラインがほぼ止まった自動車
メーカー N社の工場では、管理部門は空調もやめて、全員コー
ト着て仕事しているそうですよ」。

　当社の基本的な事業は社内コミュニケーションの支援であ
り、このような不況の中では、最初に支出カットが検討される
ことにもなりやすい。事実、すぐに影響が出てきました。
　商社の社内活性化を図る社長直轄プロジェクト、着手直前に
無期限延期。制作中の社内報、発行数が削減。Webを見ての
社内報の問い合わせ、ほぼ消滅。
　うーん、と唸るべき状況です。しかし、当社がはじまった

1999年も実は不況の真っただ中。「社内のコミュニケーショ
ンでは食えないよ」と言われながらのスタートでした。「10年
たってひとめぐりした」とは菊地社長の言ですが、そのなか
で 10年続けられたのはだてではない。小さな取り組みであれ、
一つを動かせば多くとつながるという経験もしてきたのです。

　コミュニケーションから変えていく
　
　そこで戦略会議を進めて決まったのが、「ケイズワークのコ
ミュニケーションを動かそう計画」です。まず、年初にご縁の
ある方々に 10周年のメッセージを出そう。それも「あれっ」
と思われる形で出そう、としました。そのために恒例の年賀状
はつくらないことに。
　1月の仕事始め、スタッフが年賀状をいただいた方に、お礼

とお詫びのメールをせっせと送っている最中、俊英デザイナー、

MIKAN-DESIGNの美柑和俊氏が組み上げてくれたのが、「ケ
イズレター〈PRINTED〉」。A4の展開封筒にイワミヒロキ氏
のやわらかなイラスト年表をシンプルにカッコよく仕上げられ
たペーパーメディアには、多くの反響をいただけました。その
勢いを駆って進めたのが、今回のロゴの新調です。デザインは
付き合いの長い菊地さんに依頼。「赤系を使ってください」と
いうのが、元気を出したい社長からのリクエストでした。

　
　「匠」ブランドの工務店 ?
　
　さて、できあがったロゴ。デザインの意図は 1面の菊地氏の
コラムにありますが、社内では「まさに考えた通りのデザイン」
と悦に入る依頼主の社長から、「少しガテン系 ?」というスタッ
フまでいろいろ。太いフォントにレンチ穴のような亀マークが
醸し出すこの工務店っぽさについては、「われわれは企業の組
織や文化を亀レンチで修理する工務店なのだ」という菊地社長
の強い意思により、そのまま採用となりました。不況に強い工
務店、というのは、モノづくりに携わる中小企業が多い日本に
おいては、一つの良いブランドイメージになり得るのです。「匠
の技」を売りにする職人集団としても、人と組織を編み直す編
集職人たるケイズワークの業態と重なっていますね。

　はずみ車は加速せよ !
 
　組織は動き始めるまでがなにかと大変ですが、組織体であ
る以上、動き出したあとの加速は比較的容易で、材料も事欠
かない場合が多い。ケイズワークもその例に漏れず、このあ
ともホームページリニューアル、新社内報プロジェクト、新
セミナーの開催と自社開発の案件が続きます。激変する環境
では激しく反応したほうが生存の可能性が高まる。こんな進
化の歴史が示してきた定理もあります。ロゴから始まる動き
を急加速していったときに見える未来、なんとも楽しみでは
ありませんか ?

メーリングリストで菊地社長が配信している「ケイ
ズレター」を、初めての印刷媒体にしたケイズレター
〈PRINTED〉。ネーミングもいいですね。制作担当
の市田さんは、費用を抑えるために考え抜き、一枚
の紙を展開型封筒としてメール便で扱える媒体に企
画し、コンサルティングファームとしては意外性あ
るメディアに仕立てました。印象的な赤と黒は、デ
ザイナー美柑氏の案。ケイズワークの活動的なコ
ミュニケーションのイメージをこの色遣いだけで
作ってくれたようです。封印蝋っぽい赤のラベルも
好評でした。

　　　　　　　　　
　　　　　　創刊 !

10年目を迎えたケイ
ズワークの新しい試み

をお伝えする、季刊
のニューズレターです

。

これまでのメール配信
によるK’s letterに加

え、

私たちの活動を特に
知っていただきたい方

にお届けします。

ご意見・ご感想をお
寄せいただければ幸

いです。
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　2009 年もよろしくお願い申し上げます。
　年賀状に代えて、K’s Letter PRINTED創刊号をお届けいたします。
　ケイズワークは1999 年に創業しました。渋谷南平台にあった服部達雄氏のオフィスの一隅をお借りして、デスク
1つ、Macintosh１台で仕事を始めました。世の中はデフレの真っ最中でした。以来、幸いにも多くのお客様に
おつきあいいただき、友人や株主の皆様のご支援を受けて、10年間、無事に会社を存続させることができました。
本当にありがとうございました。心から御礼申し上げます。
　この間に、世紀が変わり、IT バブルと9・11があり、米国がアフガニスタンとイラクへ侵攻し、小泉政権の
「構造改革」があり、戦後最長の好景気があり、そしてまた、米国に発する「世界同時不況」に突入しました。
10 年でぐるりと風景が一巡した感があります。
　ケイズワークは、コーポレートコミュニケーションの分野で、コンサルティングとメディアの制作をサービスとしてご
提供してきました。特に2003 年以後は、企業と社員の「インナーコミュニケーション」に軸足を置いてきました。
　これからの10 年、企業における組織と個人の関係は大きく変わっていくでしょう。「3年で辞める若者」に象
徴されるミスマッチは大きな課題です。年功序列制の残影と成果主義の混乱を超えて、企業の成長と個人の成
長をともに追求する仕組みが必要になっています。私たちは、経営の意志と働く者の希望を相互に伝え合うコミュ
ニケーションの創造のために、つぎの10 年を費やす覚悟です。今年はその第一歩として、私たち自身のリニュー
アルを進めていきます。皆様には、引き続きのご愛顧とご指導をお願い申し上げます。

����年 �月　ケイズワーク代表取締役　菊地史彦

つ ぎ の10年 に 向 け て、 新 た な 気 持 ちで リス タート 2009 年のケイズワーク

10周年を機会に、

本ニューズレターを刊行する他、

皆様との接点を増やすために、

少人数の勉強会や公開セミナーなどの

企画を予定しています。

また、4月には、ささやかな

アニバーサリーパーティも予定しています。

そのつどご案内をさせていただきますので、

よろしくお願い申し上げます。
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さて、いったい我 は々どのような道を歩んできたのか？
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����：渋谷南平台。
デスクひとつのスタート
　　　◉着の身着のままで営業開始。
　　　�月 ��日ケイズワーク設立。

　　����：千駄ヶ谷へ。
卓球台が 3つ置けたオフィス
◉オフィス拡大が成長を
　もたらすという囁きに
���������乗せられて。

����：
IT バブルの傍らで
亀マークの会社案内作成
◉大型プロジェクトへの参加で
　　勢いをつけて
　　　株式会社へ改組。

　　　����：ユリイカ！　
　　これは我 の々
　テーマかもしれない
◉コンサル中に「インナー
コミュニケーション」
を発想。

����：
青山一丁目へ。
Change Communication 発信
　◉「変革のコミュニケーション」で
　　　　　　本格的プロモーション。

����： 踊り場の年。
流行りものに
手を出して
必定の失敗
◉ビジネスブームへの
便乗は我々に
向かないと猛省しきり。

��������： 亀のいるWebサイト。
    金の話のないメルマガ
◉発信力強化の必要を感じて
サイト改装、
�’��������創刊。

����： 社内報はもっと
斬新なメディアになるはず
◉スローガンは「猫またぎ社内報の
創造的破壊支援」。

����： 声と語りの
コンテンツ、
Radio Days 始動！
◉蕎麦屋発
　「嘆きの世直しブラザース」の
　　　ライフワーク。

����： ようやく
Next Decadeへの
マインドリセット
◉健全な危機意識を持って
当社の「次の ��年」を
構想。
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